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人口減少を見据えた豊かな滋賀づくり
推進本部の設置

(高度経済成長期以後) 人口増加による経済成長を前提とした社会づくり
↓

(今後) 人口の減少により経済成長が見込みにくい

滋賀県でも本格的な人口減少社会が到来
一部を除くほとんどの市町が減少

(今後) 人口の減少により経済成長が見込みにくい
↓

これまでの社会づくりからの転換が必要

「人口減少を見据えた豊かな滋賀づくり推進本部」を設置
人口減少を見据え、持続可能で将来に夢・希望を持てる豊かな滋賀を目指す

人口減少を歯止めをかけ、魅力・活力を高める滋賀づくり
人口減少・超高齢社会における持続可能な滋賀づくり を検討

県総合戦略等の策定
人口減少関連の政府提案の実施
人口減少関連事業の実施

県・市町人口減少問題研究会
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人口減少社会における豊かな地域づくりへの提案（平成26年10月）
○ 持続可能で将来に夢・希望に満ちた豊かさ実感滋賀を創造
○ 若者、女性、高齢者、障害者などすべての人が活躍できる
○ 政府、地方公共団体、企業、地域社会等が連携して知恵を出し、役割を果たす
○ 地域の実情に応じた実効的な政策の推進

１ 若い世代の出産・
子育ての希望を実現
する提案

２ 地方の魅力を高
め、東京一極集中を
是正する提案

３ 地域特性に応じた地域課題を解決し、
地方創生を図る提案

・１、2歳児および3歳児を中
心とした職員配置基準の改 ・地方への分散を促す企業

・地方創生・人口減少交付金の設置および地方交付税の
充実
・地域人口ビジョン・総合戦略策定への支援
・「まち・ひと・しごと創生本部」への地方の声を反映させ
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善

・保育人材確保対策への財
政措置と要件緩和

・学級編成の標準の引き下げ
による教育環境の充実

・地域少子化対策強化交付
金の拡充

・高齢者による子育て支援の
促進

・子育て世帯の経済的負担
の軽減

・子育て支援企業に対する税
制優遇制度の拡充

の税負担軽減

・国政府機関等の分散

・都市の大学等の地方分散
および地方の大学等の魅力
向上・充実

・創業支援の充実について

・文化とスポーツの力を生か
した元気な地域づくり

・農村漁村と都市との交流
の支援

・地方が活きる道路整備の
推進

・「まち・ひと・しごと創生本部」への地方の声を反映させ
る仕組み

・ふるさと納税の充実
・「日本の未来を創る女性活躍応援基金」の創設

・高齢者による高齢者の生活支援の充実
・高齢者による「通いの場」づくりへの支援

・森林の公的管理者に対する特別支援制度の創設
・森林整備加速化・林業再生事業の延長・拡充

・「（仮称）営農継続交付金」の創設
・農振法等の規定の見直し

・中山間地域等直接支払制度の要件緩和
・地域公共交通の活性化および再生への支援

・空き家対策への支援
・都市再構築戦略事業等の要件緩和
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滋賀県における
子ども・若者育成支援

◆「子ども・子育て環境日本一の滋賀」を目指す！
（子ども・若者） 人権を尊重され、自己肯定感を育みながら夢を持って健やかに育つ
（子育て家庭） 子どもを安心して生み育て、ともに育つ
（地域） 子ども・若者の成長と共に地域に明るさと活力が生まれる

◆「子ども・子育て環境日本一の滋賀」を目指す！
（子ども・若者） 人権を尊重され、自己肯定感を育みながら夢を持って健やかに育つ
（子育て家庭） 子どもを安心して生み育て、ともに育つ
（地域） 子ども・若者の成長と共に地域に明るさと活力が生まれる

１ 子ども・若者にとっての幸せを第一に考える視点１ 子ども・若者にとっての幸せを第一に考える視点
子ども・若者の利益が最大限尊重される

２ 子どもや子育て家庭の視点に立ち、社会全体で子育て・子育ちに関わり、
ともに育つ視点
多様な主体が関わり、本当に必要としているところに光やぬくもりが届く

３ すべての子どもや若者が安心し健やかに成長する居場所と、自らの力を
発揮できる出番を創出する視点
人は人の中で人になる。子ども・若者が様々な人々との関わりやつながりの中で成長する
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滋賀県における
少子化対策の取組事業

・子どもが生まれる前から自立するまで、子ども
の成長段階をつなぐ切れ目のない施策の推進

※この他に、次の事業を実施

・見つけて！子育ての喜び共有事業
・ゆりかごタクシー応援事業

・保育士特別配置事業

・乳幼児一時預かりの取組支援

・企業子育て応援隊事業

・滋賀マザーズジョブステーション

妊娠

出産

子育て

結婚
・見つけて！子育ての喜び共有事業

【出産・子育ての素晴らしさを
紹介するキャンペーンを展開】

・しがの子ども意識実態調査
【子ども対象のアンケート調査
により子ども目線の実態把握】

・ゆりかごケア支援モデル事業
【レスパイトケアや訪問派遣など
産後支援のモデル事業を支援】

・妊娠・出産あんしん情報事業
【地域の助産師を紹介する
マップの作成】
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安心して産み育てることができる環境づくり

ゆりかごタクシー応援事業
出産前・出産時の支援体制を強化し、
母体と子どもの生命を守る

＜目的＞
妊産婦検診や出産時に、妊産婦が安心してタク妊産婦検診や出産時に、妊産婦が安心してタク
シーを利用することが滋賀県内全域で可能となる
よう、研修事業や普及啓発を行う。

＜内容＞
○タクシー運転手、オペレーター実務研修
○フォローアップ研修
○登録システム、広報普及啓発等

＜主体＞
滋賀県タクシー協会
NPO法人マイママ・セラピー
滋賀運輸支局

＜ゆりかごタクシー利用の流れ＞
・利用者登録
↓

・利用当日の動きなどをあらかじめ打合せ
↓

（陣痛時）
・専門研修を受けた運転手が、乗車から病院
までサポート
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保育士の加配による保育の質の向上

保育士特別配置事業
【０歳児】
3対1

【１・２歳児】
６対1

配
置
基
準

【０歳児】
3対1

【１・２歳児】
５対1

【1・2歳児】6:1→5:1
【３歳児】 20:1→15:1

基準を上回る
保育士の配置を

支援

・３歳児以下の乳幼児
については、個々の状

【３歳児】
20対1

【４・５歳児】
30対1

【３歳児】
１５対1（２グループ）

【４・５歳児】
30対1（１グループ）

５対1

県

単

独

補

助

【３歳児】 20:1→15:1

・きめ細かな保育の実現

・保育士の負担軽減

については、個々の状
態に応じたきめ細かな
保育が必要。

１・２歳児5人に1人
3歳児15人に１人の
保育士配置を支援
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一時預かり無料利用券の配布

乳幼児一時預かりの取組支援

子育ての不安感や負担感の軽減を図る

「一時預かり事業」の
利用促進、体制強化 0歳児を持つ

＜市町＞

一時預かり事業無料利用券

乳児家庭全戸訪問時等に
保護者への説明・配布

＜保育所等＞登録

①事前登録

＜目的＞
育児疲れや育児の不安感・負担感を抱えた保
護者が、保育所等の一時預かりを必要なときに
利用しやすいよう、一時預かり利用者負担分に
ついて、市町の取組を支援。

＜内容＞
○０歳児の保護者に無料利用券を配布
○保育士配置への支援
○市町事務費に対する補助 ＜ 市 町 ＞

＜ 滋 賀 県 ＞

①事前登録
・健康状態・アレルギー等を把握

②利用予約（原則）

一時預かりの実施

〈事業実施保育所等＞

③一時預かり事業の利用
（生後６ヶ月～１歳６ヶ月の間に半日を２回）

実施体制強化事業

（人件費補助）

県1/3、(市町1/3）

無料利用券

利用補助

（県10/10）

④利用者アンケート

補助

補助
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子育てしやすい職場づくりを専門家が支援

企業子育て応援隊事業
支援制度の利用促進による

「仕事と育児が両立しやすい
職場」の増加

Step1.企業訪問

＜目的＞
仕事と育児が両立できる職
場環境づくりを推進するため
に、小規模企業を対象として、
専門家による企業訪問やコン
サルティングなどの支援を行
う。

＜委託先＞
滋賀県社会保険労務士会

飲食店への助言を行ってい
る社会保険労務士

○企業訪問 300社
○コンサルティング10社
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Step1.企業訪問
課題の聴き取り、制度周知、
助言を行う。

Step2.継続的コンサル
ティング
意欲的な企業を継続的に支
援し、具体的な成果につな
げる。

Step3.フォーラム開催
取組の好事例をフォーラム
にて発表、多くの企業での
取組拡大につなげる。



働きたい女性の願いをかなえる“ワンストップ就労支援”

滋賀マザーズジョブステーション
○年齢層 30歳代 52％
○就業状況 無職 78％
○利用者数 延べ 10,202人
○就職者数 606人

利
用
状
況

（H23.10～H26.3）
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